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エジプト先王朝時代における石製品研究

―その生産と流通からみた地域統合過程の変遷を中心に―

１．はじめに

　エジプト先王朝時代では、ナイル川下流域と東西砂漠地帯から産出する種々の石材を用いて、石製容器や

泥岩製パレット、石製歯牙形製品を典型例として様々な石製品が製作された。しかし、その生産や流通につ

竹野内　恵太＊

修士論文概要

＊ 早稲田大学大学院文学研究科博士後期課程
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図 1　本論の対象遺跡と地域区分

いて具体的な像は提示されていない。よって

修士論文の目的は、石製品の分類や編年、分

布論といった基礎研究の更新を最新の土器編

年体系によって図るとともに、その生産体制

および流通システムの変遷過程について諸分

析を通じて捉える点にあった。また、各種石

製品は、土器や石器のように各遺跡における

在地生産ではなく、大規模遺跡における集約

的な生産が想定されている。且つ素材である

岩石は産地が局在することもあり、石製品の

分布状況は地域間の物資の分配と供給という

観点から考察でき、当該期の地域間交流を明

らかにできると考える。そのため、各種石製

品を個別に焦点を当てるというよりも、素材

を共有する製品を総体的に分析することで、

先王朝社会における地域間の石材の利用形態

と流通をより具体的に理解できると考えた。

　さらに、石製品の生産と流通の時期的変化

は、その背景にある地域統合という社会変化

と併せて考えるべきである。エジプト先王朝

時代に関する考古学的諸研究は、初期国家の

形成過程に沿った物質文化の変容を主たる関

心として進められてきた。この物質文化の変
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容は、土器や石器の地域色が徐々に薄らいでいく地域統合過程に代表される。他方で、このような地域性消

失の背景には、人間集団の移動・交流を介した物資や情報の流入と受容が各地域間において必然的に存在し

た。地域統合過程の研究は、こうした動的な視点から捉え直し、議論する余地が大いにある。

　よって、修士論文では、①石製品の生産体制と流通形態の変遷を素描し、②先王朝時代における地域統合

過程について再考することを目的とした。研究手順としては、A．最新の土器編年を採用し、各種石製品の

分類と編年を再構築する。そのうえで、B．各種石製品の分布状況を把握し、遺跡・地域間の生産体制とそ

の経時性について言及する。その際、出土点数が安定している石製容器と泥岩製パレット、石製符形製品に

分析対象は限定した。さらに、C．産地が限定され、且つ全遺跡で一定量出土する泥岩製パレットを対象と

して、考古学における一般的な交換分析を援用する。また、東部砂漠産の石材を用いたメイスヘッドや球形

製品、棒状製品といった石製品の分布状況も加味し、石製品の流通形態について分析を行った。そして、D．

これまでの分析結果を総合させて、石製品の生産と流通の変遷について考察し、地域統合過程との並行関係

を論じた。

図 2　各石製品の器形・形態分類
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２．各種石製品の分類と編年

　本論で主として取り扱う石製品は、全遺跡から一定量の出土が確認される石製容器、泥岩製パレット、石

製歯牙形製品である（図 2）。先王朝時代の編年研究では、副葬品のアセンブリッジ内で共伴する土器との

対応によって、他遺物の編年が組まれている。本論では最新の土器編年であるヘンドリックス編年（Hendricks 

1996, 2006）に基づき、IA-B 期、IIA 期、IIB 期、IIC 器、IID 期、IIIA 期、IIIB 期の 7 時期に設定し、各種

石製品の編年を設定した。その際、ヘンドリックス編年を適用できる全個体を各遺跡（図 1）から集成し、

新たに体系的な器形・形態分類を構築した。石製歯牙形製品については、ヘンドリックスらによる包括的な

集成研究に沿って分類した（Hendricks and Eyckerman 2011）。さらに、石材構成という点からも編年を組ん

だ。その結果、概ね各種石製品は、IA-B 期、IC 期、IIA-B 期、IIC-D 期、IIIA-B 期の５時期に区分可能であ

ることがわかった。この５時期区分に基づき、それぞれの石製品の分布状況を分析する。

３．各種石製品の分布状況　

3-1. 石製容器

　まず、IC 期では、Ia 類と III 類を主体とし、器形から見ると遺跡間での差異は認められない。全器種構成

がナカダ遺跡で出土している一方で、他遺跡では散発的である。続く IIA-B 期でも、遺跡間で器形における

差異は明確でない。しかし、ナカダ遺跡やアムラ遺跡、バダリ遺跡、マトマール遺跡では、それぞれ出土個

体数は 1 点ながらも、それぞれの遺跡でしか出土しない器形が現れる。

　続く IIC-D 期になると、上下エジプト間における器形の差異が現れる。上エジプト地域内においては III

類の管状把手付き壷を中心とした様相であるが、下エジプト地域の 2 遺跡では、それに加え、鉢あるいは杯

の出土が目立つ。すなわち、当該期の分布状況は上下エジプト地域間で二極構造的な様相を呈する。

　IIIA-B 期では、上エジプト地域では、円筒形壷と管状把手付き壷が主体を占めるが、下エジプト地域では

後者についてはほぼ出土せず、円筒形壷と杯・鉢・皿である VI 類・VIII 類・IX 類を中心とする。一方で、

上エジプト地域内部では、III 類の管状把手壺を未だ堅持しており、IIA-B 期以来の上エジプト地域の伝統性

が窺われる。一方で、中エジプト地域におけるヘマミーヤ遺跡やバダリ遺跡、モスタゲッダ遺跡の 3 遺跡で

は、III 類の管状把手付き壷に加えて、杯・鉢・皿の指向性が強い。つまり IIIA-B 期では、上エジプト地域

内のナカダ地域からアビュドス地域とバダリ地域、下エジプト地域の 3 極化した構造をなし、地理的なグラ

デーションを示す。バダリ地域は 2 地域間の中間的様相を呈すると言える。

3-2. 泥岩製パレット

　IC 期ではナカダ遺跡の F 類の排他性、アムラ遺跡の BbI 類と BbIII 類の排他性から、これら 2 遺跡間で地

域的差異がある。一方で、バダリ地域であるバダリ遺跡やマトマール遺跡、カウ遺跡では、ナカダ遺跡と形

態が類似する。しかし、IIA-B 期になると、アムラ遺跡において固有であった BbI 類・BbIII 類がバダリ地

域でのみ認められるようになる。翻って、アムラ遺跡では、ナカダ遺跡との類似を示すようになる。IIC-D

期には、上エジプト地域内で大きな差異はなくなる一方で、ナカダ遺跡における F 類の排他性は IIC-D 期ま

で継続する様相が窺える。IIIA-B 期には、出土の中心が下エジプト地域に移り、タルカン遺跡とミンシャト

遺跡で大量に出土するようになる。当該期になると、タルカン遺跡で出土している形態の組成がほぼ全ての

遺跡をカバーし、それに伴って地域間で差異は消失する。
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3-3. 石製歯牙形製品

　まず、IC 期の段階では、3 遺跡間で形態と石材ともに明確な差異が認められた。IIA-B 期でも、全体の出

土個体数が増加するに伴い、形態の構成において 4 遺跡間の差異がより広がる傾向にある。石材構成も、ナ

カダ遺跡が泥岩製の歯牙形製品を排他的に保有する様相は変わらず、IC 期に見られた遺跡間の差異をより

強調していた結果となっている。しかし、IIC-D 期になると、アムラ遺跡で排他的であった形態がナカダ遺

跡でも認められるようになる。

3-4. 小結

　以上の石製品の地域性をまとめると、石製容器の分布からは IIA-B 期まで上エジプト内で明確な地域区分

はできない。しかし、IIC-D 期に入ると、石製容器と泥岩製パレットともに上下エジプト地域間で大きな差

異が導き出された。当該期になると、上エジプト地域ではすでに地域差はほぼ消失している。これは石製歯

牙形製品の Ab2 類がナカダ遺跡から出土するようになることからもわかる。一方、上下エジプト間につい

ては、石製容器と泥岩性パレットともに排他的な出土の様相にある。国家の形成段階である IIIA-B 期に入っ

ても、石製容器からは上エジプト地域のみ III 類が出土するように、上下エジプト地域間で差異は消失しない。

　また、泥岩製パレットと石製歯牙形製品間には地域的な視点に立脚しても共通項がある。泥岩製パレット

や泥岩製の歯牙形製品の分布域は、アビュドス地域とナカダ地域にほぼ固まる。特に、泥岩製パレットの

AaII 類や BbII 類、E 類に付属する幾何学状の意匠と共通する属性をもつ泥岩製歯牙形製品の B8 類および

B9 類は、ナカダ地域圏内にのみ見られる。

　以上、石製品の地域分布について分析を行ってきた。本論の分析結果からは、バダリ地域という小規模遺

跡からなる地域では出土量が圧倒的に少なく、且つ石材供給地に地理的に近い遺跡から多数の石製容器が出

土することを再確認した。この結果は、ナカダ遺跡やアムラ遺跡といった大規模遺跡において集約的な生産

にあり、各小規模遺跡へ分配・流通していたことが確実に想定できる。しかし、IIC-D 期では、下エジプト

地域という一部の石材の供給地から遠隔にある地域で多量の石製品が出土する。続く IIIA-B 期では、その

下エジプト地域を中心とした大量生産化を認めることができる。このこと関しては、何らかの流通システム

の変化を考えざるを得ない。そのため、次項では、本項で得られた石製品の地域分布の結果と、産地が特定

されている泥岩製パレットを対象として考古学において一般的な交換研究の手法を用い、流通に関して諸分

析を行う。

４．石製品の流通に関する分析

　続いて、泥岩製品を対象資料として、一般的な交換分析（原産地近郊遺跡からの距離と点数の相関性）を

行った。考古学において交換や流通形態を分析する場合、素材の産地が判明している製品をその対象とすべ

きである。中でもパレットの石材である泥岩は、東部砂漠に位置するワディ・ハンママートにおいてのみ確

認されており、化学分析の結果からも追証されている。且つ、泥岩製パレットは、全遺跡から安定して出土

するということもあり、交換分析における統計的手法を援用しやすい。また、東部砂漠に位置する紅海丘陵

やワディ・ハンママートに産地をもつ石材を用いた石製容器や石製腕輪、棍棒頭、球形製品、棒状製品といっ

た石製品の分布状況も加味し、石製品の流通形態について分析を行った。

　その結果、泥岩製パレットの分析からは、上エジプト地域内で見ると、それぞれの地域圏内のセンターを

中心とする点数の多寡が IIA-B 期に見られ、いわば遺跡階層（遺跡規模）に則した流通にあり、泥岩製品は

ナカダ・アビュドス両地域間で排他性を保持していた。上下エジプト地域間で見ると、IIC-D 期にアビュド
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ス地域を交易の中心地とした下エジプト指向型の流通への変容を読み取ることができた。下エジプト地域か

ら極端に泥岩製パレットが出土するようになり、斑岩や蛇紋岩、泥岩を素材とした他の製品も同様であった。

一方で、バダリ地域では、それらを素材とする製品が一貫して希薄であり、歯牙形製品もナカダ・アビュド

ス両地域間でほぼ固まる。IIIA-B 期になると、下エジプト地域のタルカン遺跡へ出土の中心が移行するため、

原材自体が下エジプト地域へ大量に搬入された状況が窺える。また、当該期では、泥岩製品はナカダ地域か

らの出土は皆無であり、上エジプト地域ではアビュドス地域からしか出土が見られない。

５．石製品の生産体制と流通システムの変遷

　これまでの分析結果に基づき、本節では、石製品の生産と流通のあり方を総合的に検討し、時期ごとの変

遷を考察する（図 3）。

　IC 期　石製容器は Ia 類と III 類を主体とする。III 類は、大半が硬質な石材である玄武岩を素材として製

作された。先王朝時代を通じて石製容器の素材となった玄武岩は、化学分析によってファイユーム北部と周

辺に位置する産地から採掘されたことがわかっている（Mallory-Greenough 1999）。近郊のマアディ遺跡で製

作され II 類に属する石製容器は、おそらくマアディから上エジプトへの搬入によってもたらされたことが

想定でき（Mallory-Greenough 2002）、グイヨーは当該期上エジプト出土の玄武岩製容器を下エジプトから

の交換財として位置づけている（Guyot 2008）。翻って I 類は、エジプト・アラバスターまたは石灰岩といっ

た軟質の石材に限定され、おそらくは遺跡の近郊、少なくとも上エジプト地域内で獲得可能な石材を用いて

いた。

　Ia 類については、先行する新石器文化期の象牙製容器にその器形の系譜を求めることができるだろう

（Arkell and Ucko 1965: 152, Adams 1988: 33）。なお、当該期の Ia 類の素材は石灰岩およびエジプト・アラ

バスターが独占的であり、色調・硬度ともに象牙のそれに求めた可能性が高い。このような石材選択と器形

は、象牙製容器の製作技術をもって加工したことを示唆しているかもしれない。そのため、これらの器形や

Ia 類については、在地生産品であると考えた方が妥当である。つまり、上下エジプト間で石製容器の生産セ

ンターは二極構造にあっただろう。ナカダ遺跡からバダリ地域にかけて Ia 類の出土量の多寡が地理的勾配

を呈するため、上エジプト地域内では、ナカダ遺跡で集約的な生産とそこからの分配であった可能性にある。

泥岩製品も地理的勾配に沿って

　IIA-B 期　IC 期の器種構成とほぼ変動ない当該期についても、生産体制の二極構造的様相と 2 系統の石製

容器を主体とする器種構成は継続する。一方で、ナカダ遺跡では III 類が出現する。この III 類は、明らかに

上エジプト内部で生成された器形である。マアディで独占的に生産されていた II 類もこの時期からナカダ

遺跡でトラバ―チンを素材として在地生産化された。これらのことから、ナカダ地域において石製容器の生

産はより活発になったと考えられる。また、流通システムは、ナカダ～アビュドス地域間で階層的な様相を

呈する。それとともに、おそらく原材自体がアビュドス地域へ搬入されていた可能性が高い。これは、石製

容器の Ic 類や泥岩製腕輪といった他地域では一切出土しない石製品類が認められることが傍証となる。お

そらく、アビュドス地域内部でも、石製品を独立して生産する体制が整備され始めたと考えられる。

　IIC-D 期　石製容器は、II 類から III 類へ器形は大きく変化する。この時期にマアディ遺跡は廃絶され、II

類を中心とした石製容器の生産拠点は消失する。上述したように III 類は上エジプト地域で発現した器形で

あるため、この時期から上エジプト地域における石製容器の生産規模は拡大し、マアディ遺跡の生産拠点の

廃絶と並行して、独自の生産体制が確立したと言える。当該期から II 類の石材は、玄武岩からトラバーチ

ンや石灰岩、角礫岩を主体とする石材構成に移行する。この II 類における石材選択の解体から上エジプト
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図 3　石製品の生産と流通形態の変遷に関する概念図
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域であったことは、本遺跡でこの時期を中心として棒状製品や球形製品が排他的に出土することが傍証とな

る。また、下エジプトでは、全体的な器種構成も明らかに III 類を主体とする上エジプト地域と共通する。

一方で、斑岩製や泥岩製の VII 類や VIII 類、IX 類も器種構成に組み込まれる。おそらく、斑岩や泥岩につ

いては、原礫自体が下エジプト地域へ流通していたことが指摘できる。この下エジプト地域への石製容器の

原材搬入は、泥岩製パレットの流通が下エジプト指向型のシステムへ移行することと機を同じくする。つま

り、石製品や原材が上下エジプト地域間で流動化する様相を捉えられる。

　IIIA-B 期　当該期になると、石製容器の生産拠点の様相はさらに複雑化し、下エジプト地域と中エジプト

地域、上エジプト地域の三極的な構造が形成される。それとともに、石製容器および泥岩製パレットは大量

生産され、とくに下エジプト地域において石製容器の需要は高まる。こうした石製品の大量生産と、上エジ

プト特有の石製歯牙形製品生産の消失は、密接に関連しているだろう。上エジプト地域では、生産と流通の

縮小化とともに、下エジプト地域指向型の流通は加速化する。

　下エジプト地域では、III 類がほぼ出土せず、VI 類・VIII 類・IX 類が中心的に出土しており、IIC-D 期以

来の石製容器生産を引き続き確認できる。一方で、上エジプト地域では、III 類の伝統性を保持した石製容

器生産が小規模ながら継続していたのだろう。ここで注視すべきことは、中エジプト地域が上下エジプト地

域の中間的な器種構成となっていることである。つまり、中エジプト地域では独立して石製容器生産は行っ

ておらず、上エジプト地域と下エジプト地域という生産拠点の両極から搬入された石製容器に依存していた

と解釈できる。このことは、泥岩製パレットの分布状況からも推測することができる。つまり、大量の泥岩

の原礫がおそらく下エジプトへ搬入されることから、流通経路上その中間地点であるバダリ地域を経由する

ため、必然的に当該地域には両極から情報あるいは物資の交錯があったと考えられる。上エジプト地域、と

くにナカダ遺跡では泥岩製品の生産は小規模であり、原礫自体を搬出したのか、あるいは成品や未成品を搬

出目的で加工して流通させたことが推測される。どちらにせよ、上エジプト地域は、IIC-D 期までの生産体

制にはなく、供給地としての役割が中心的であったことが指摘できるだろう。

６．石製品の動態と地域統合過程

　では、以上のような石製品から見られた地域性は、土器や石器における地域性の既往研究とどのような対

応関係にあるのだろうか。土器や石器は、各地域集団による自立的な生産体制にあり、ナカダ II 中期以降、

上下エジプト地域間において土器や石器の地域的な多様性は収斂していくが、そのような変遷に沿わない。

むしろ、石製品、とくに石製容器の地域差は上下エジプト間で広がる様相を捉えることができる。この地

域差の広がりは、石製品における集約的な生産体制と複雑な流通システムの発展に起因すると言ってよい。

IIA-B 期のナカダ・アビュドス地域間の階層性に則した組織的流通の確立は、土器・石器分析で一般的に述

べられているナカダ文化の核地域形成と並行する。そして、IIC-D 期になると、下エジプト地域も含め、ナ

イル川下流域全域の物質文化は均質的になる。文化的統合はこの時期の間に果たされ、石製品が地域間で流

動化し、下エジプト地域指向の流通システムが形成される時期と合致する。つまり、ナイル川下流域全域で

組織的な物流が確立されたことは、文化的な地域統合を刺激した要因の一つとして考えられる。

７．おわりに

　修士論文では、広範囲にわたる分析結果を横断して結論づけようとしたため、細かなレベルにおいては精

彩を欠いた考察になってしまった。しかしながら、石製品の分類と編年、そして分布状況といった基礎研究

を更新できたことは一つの成果と言えよう。
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　生産址の欠落した当該期では、石製品の生産と流通の具体像を遺構からは求め得ない。遺物自体から生産

と流通を考古学的に論じる際には、製作技術がいかに地域間で共有され、あるいは排他的な選択にあったか

を検討する必要性がある。今回得られた知見をよりミクロなレベルで反復検証することが今後の課題となろ

う。
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